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 令和６年度庁議報告事項 

 第２３回庁議（２０２５年３月４日）     子ども教育部子ども・教育政策課 

                               

【件名】令和６年度中野区子どもと子育て家庭の実態調査の実施結果について 

 

【要旨】(目的・内容・対象・時期・今後の方向等） 

 

１ 調査の目的 

中野区在住の子育て家庭の保護者及び子どもに対してアンケート調査を行い、子ども

と子育て家庭の生活実態を把握・分析する。 

 

２ 調査概要 

（１）調査期間 

令和６年９月５日～９月２６日 

 （２）調査対象 

○ ０歳～８歳（小学校３年生）までの子どもの保護者 

○ ９歳（小学校４年生）～１４歳（中学校３年生）の児童・生徒本人とその保護

者 

 （３）調査方法、調査件数及び有効回答数 

郵送による送付、郵送及びウェブによる回答 

（４）回収状況 

 調査件数 有効回答数（回答率） 

子どもの保護者 18,750 件 7,775 件（41.5％） 

児童・生徒 7,500 件 1,821 件（24.3％） 

 

３ 調査結果 

別添「令和６年度中野区子どもと子育て家庭の実態調査報告書【概要版】」のとおり。 

 

４ 今後の予定 

本調査結果は、子どもの貧困対策などの区の施策の検討の基礎資料として活用する。 
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令和６年度中野区子どもと子育て家庭の実態調査 

報告書【概要版】 

 

（１）調査対象 

令和６年７月１日時点において０歳から 14歳（中学３年生）にあたる就学前児童、小学

生及び中学生の保護者 18,750 世帯。 

小学４～６年生の児童及び中学１～３年生の生徒 7,500 人。 

（２）調査方法 郵送配布、郵送・インターネット回収 

（３）調査期間 令和６年９月５日（木）～９月 26日（木） 

（４）回答数 保護者：7,775 件（41.5％）、子ども：1,821 件（24.3％） 

 

 

調査対象詳細     親子マッチング 

 保護者  子ども  件数／対象数 

 対象数 回収数（率） 対象数 回収数（率） 件数(率) 

未就学児  7,500 3,615(48.2％)    

小学校低学年(小学生①)  3,750 1,661(44.3％)    

小学校高学年(小学生②)  3,750 1,249(33.3％) 3,750   910(24.3％) 865(23.1％) 

中学生  3,750 1,250(33.3％) 3,750   911(24.3％) 877(23.4％) 

合 計 18,750 7,775(41.5％) 7,500 1,821(24.3％)  

 

 

報告書の見方 

（１）調査結果の比率は、その設問の回答者数を基数として、小数点以下第２位を四捨五入し、小数点第１位

まで表示している。したがって、合計が 100％にならない場合がある。 

（２）複数回答形式の場合、回答比率の合計は 100％を超える場合がある。 

（３）図表中の「ｎ」とは、その設問への回答者数を表す。 

（４）選択肢の語句が長い場合、本文や表・グラフ中では省略した表現を用いている。 

（５）クロス集計において、回答が 0件（0.0％）の場合、グラフ中で省略している場合がある。 

（６）クロス集計の分析軸となる項目に「無回答」がある場合、これを表示していない。よって「全体」の数値

と各項目の和が一致しない場合がある。また、分析軸となる項目の回答者数が少ない場合、グラフ化し

ていない場合がある。 

（７）クロス分析において、回答者数の少ない属性についてのコメントは控えている。 

 

令和７年２月 

中野区  

別 添 
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生活困難の分類方法 

生活困難度は、①低所得、②家計の逼迫、③子どもの体験や所有物の欠如の３つの要素から分類し、２つ以

上の要素にあてはまる場合（困窮層）、いずれか１つにあてはまる場合（周辺層）、いずれの要素にも該当しな

い場合（一般層）としている。 

 

①低所得 

厚生労働省「令和５年度国民生活基礎調査」から算出される基準未満の世帯 

世帯所得の中央値（405 万円）÷√平均世帯人数（2.23）×50％＝135.6 万円 

 

②家計の逼迫 

経済的な理由で、公共料金や家賃を支払えなかった経験、食料・衣類を買えなかった経験などの７

項目のうち、１項目以上該当 

１ 電話料金（携帯・スマートフォン含む） 

２ 電気料金 

３ ガス料金 

４ 水道料金 

５ 家賃 

６ 家族が必要とする食料を買えないこと 

７ 家族が必要とする衣類を買えないこと 

 

③子どもの体験や所有物の欠如 

経済的な理由で、子どもの体験や所有物などに関する 16 項目のうち、３項目以上欠如している 

１ 海水浴に行く 

２ 博物館・科学館・美術館などに行く 

３ 山や川など自然豊かな場所に行く 

４ キャンプやバーベキューに行く 

５ スポーツ観戦や劇場に行く 

６ 遊園地やテーマパークに行く 

７ 毎月お小遣いを渡す 

８ 毎年新しい洋服・靴を買う 

９ 習い事（音楽、スポーツ、習字等）に通わせる 

10 学習塾に通わせる（または家庭教師に来てもらう） 

11 お誕生日のお祝いをする 

12 １年に１回くらい家族旅行に行く 

13 クリスマスのプレゼントや正月のお年玉をあげる 

14 子どもの年齢に合った本 

15 子ども用のスポーツ用品・おもちゃ 

16 子どもが自宅で宿題をすることができる場所 

 

 

生活困難層の割合 

  未就学児 小学生① 小学生② 中学生 

  保護者 保護者 保護者 子ども 保護者 子ども 

生活困難層※  11.2% 10.9% 11.4% 11.2% 14.3% 14.4% 

 困窮層 3.2% 3.4% 2.5% 2.8% 5.5% 5.8% 

 周辺層 8.0% 7.4% 8.9% 8.4% 8.8% 8.6% 

一般層  88.8% 89.1% 88.6% 88.8% 85.7% 85.6% 

※ 生活困難層の割合は「困窮層」と「周辺層」の人数を加算後、算出したため、構成比の合計とは一致しない場合がある。 
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１．生活困窮の状況 

（１）食料を買えなかった経験 

保護者全体では「まったくなかった」が 90.9％となっている。一方、「よくあった」が 0.8％、「ときど

きあった」が 2.5％、「まれにあった」が 5.0％となっている。 

 

＜保護者＞食料を買えなかった経験【子どもの年齢層別】 

 

 

「よくあった」「ときどきあった」「まれにあった」の回答を〔子どもの年齢層〕ごとに、生活困難度別

にみると、「よくあった」、「ときどきあった」及び「まれにあった」を合計した割合は、すべての年齢層で

【困窮層】が【周辺層】に比べ、高くなっている。特に、〔中学生〕の【困窮層】が 92.7％と、【周辺層】

（37.5％）よりも 55.2ポイント高くなっている。 

 

＜保護者＞食料を買えなかった経験【生活困難度別】 

 

 

 

 

 

  

保護者全体

n = 7,775

未就学児

n = 3,615

小学生①

n = 1,661

小学生②

n = 1,249

中学生

n = 1,250
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0.9 2.7
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0.6

0.5

0.8

0.6

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくあった まったくなかったときどきあった 無回答まれにあった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくあった ときどきあった まれにあった

未就学児 小学生①

困窮層 困窮層

n = 94 n = 48

周辺層 周辺層

n = 235 n = 104

一般層 一般層

n = 2,609 n = 1,245

17.0

1.7

38.3

15.3

20.2

18.7

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

22.9

1.0

37.5

22.1

20.8

18.3

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生② 中学生

困窮層 困窮層

n = 25 n = 55

周辺層 周辺層

n = 90 n = 88

一般層 一般層

n = 893 n = 855
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26.7

3.7
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14.5

3.4

40.0

15.9

38.2

18.2

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２）衣類を買えなかった経験 

保護者全体では「まったくなかった」が 89.4％となっている。一方、「よくあった」が 1.1％、「ときど

きあった」が 2.8％、「まれにあった」が 6.1％となっている。 

 

＜保護者＞衣類を買えなかった経験【子どもの年齢層別】 

 

 

「よくあった」「ときどきあった」「まれにあった」の回答を〔子どもの年齢層〕ごとに、生活困難度別

にみると、「よくあった」、「ときどきあった」及び「まれにあった」を合計した割合は、すべての年齢層で

【困窮層】が【周辺層】に比べ、高くなっている。特に、〔未就学児〕の【困窮層】が 89.3％と、【周辺層】

（44.2％）よりも 45.1ポイント、〔中学生〕の【困窮層】が 89.1％と、【周辺層】（44.2％）よりも 44.9ポ

イント高くなっている。 

 

＜保護者＞衣類を買えなかった経験【生活困難度別】 
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小学生② 中学生

困窮層 困窮層

n = 25 n = 55

周辺層 周辺層

n = 90 n = 88

一般層 一般層

n = 893 n = 855

28.0

6.7

24.0

18.9

24.0

17.8

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

29.1

4.5

41.8

17.0

18.2

22.7

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児 小学生①

困窮層 困窮層
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n = 235 n = 104

一般層 一般層
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（３）所有物の欠如 

項目ごとに「ある」「ない（ほしい）」「ない（いらない）」をたずねた。回答から「欲しいが、持ってい

ない」割合を算出（＝「ない（ほしい）」人数／（「ある」人数＋「ない（ほしい）」人数）×100）した。 

※例）小学生の［Ａ 自分だけの本］は、「ない（ほしい）」55 人／（「ある」746人＋「ない（ほしい）」55 人）×100＝6.9％となる。 

〔小学生〕では［Ｏ 携帯音楽プレーヤーなど］が 57.8％で最も高く、次いで［Ｂ 子ども部屋（きょ

うだいと使っている場合もふくみます）］が 36.0％、［Ｎ 携帯電話、スマートフォン］が 28.3％、［Ｃ 

（自宅で）インターネットにつながるパソコン］が 26.1％、［Ｆ 自分専用の勉強机］が 24.5％と続いて

いる。 

生活困難度別にみると、すべての項目で【困窮層】が【周辺層】、【一般層】に比べ、高くなっている。

特に［Ｂ 子ども部屋（きょうだいと使っている場合もふくみます）］は【困窮層】が 82.4％、［Ⅰ たい

ていの友だちが持っているおもちゃ］は【困窮層】が 42.9％と他の区分に比べ、高くなっている。 

〔中学生〕では［Ｏ 携帯音楽プレーヤーなど］が 28.3％で最も高く、次いで［Ｂ 子ども部屋（きょ

うだいと使っている場合もふくみます）］が 24.5％、［Ｃ （自宅で）インターネットにつながるパソコ

ン］が 19.2％、［Ｆ 自分専用の勉強机］が 12.1％と続いている。 

生活困難度別にみると、［Ｏ 携帯音楽プレーヤーなど］は【困窮層】が 50.0％、【周辺層】が 41.7％と

【一般層】（27.5％）に比べ、高くなっている。［Ｃ （自宅で）インターネットにつながるパソコン］は

【困窮層】が 35.5％と他の区分に比べ、高くなっている。 

 

＜子ども＞子どもの所有物の欠如（「欲しいが、持っていない」割合）【生活困難度別】 

  

小学生 中学生

区分 全体 困窮層 周辺層 一般層 全体 困窮層 周辺層 一般層

ｎ （910) （19) （58) （610) （911) （40) （59) （587)

Ａ 自分だけの本（学校の教科書やマンガはのぞく） 6.9％ 23.1％ 8.9％ 6.4％ 4.4％ 12.1％ 5.8％ 4.0％

Ｂ 子ども部屋

　（きょうだいと使っている場合もふくみます）
36.0％ 82.4％ 61.5％ 31.1％ 24.5％ 39.4％ 33.9％ 22.9％

Ｃ （自宅で）インターネットにつながるパソコン 26.1％ 53.8％ 32.6％ 25.7％ 19.2％ 35.5％ 23.5％ 16.7％

Ｄ （自宅で）インターネットにつなげる環境

　　(有線、無線(Wi-Fiなどをふくむ))
3.5％ 23.5％ 3.5％ 2.7％ 2.0％ 2.6％ 3.4％ 1.7％

Ｅ 自宅で宿題をすることができる場所 4.2％ 26.3％ 16.7％ 2.2％ 4.3％ 10.5％ 5.3％ 3.6％

Ｆ 自分専用の勉強机 24.5％ 47.1％ 42.9％ 22.8％ 12.1％ 24.3％ 17.9％ 11.3％

Ｇ スポーツ用品

　（野球のグローブや、サッカーボールなど）
4.6％ 26.7％ 7.5％ 3.6％ 3.8％ 18.5％ 4.5％ 2.2％

Ｈ ゲーム機 9.8％ 25.0％ 16.4％ 9.1％ 9.0％ 13.9％ 16.4％ 7.6％

Ⅰ たいていの友だちが持っているおもちゃ 10.7％ 42.9％ 8.9％ 9.5％ 7.2％ 23.1％ 11.9％ 5.8％

Ｊ 自転車 3.6％ 23.5％ 9.4％ 2.9％ 5.7％ 15.8％ 10.0％ 4.6％

Ｋ おやつや、ちょっとしたおもちゃを買う

　 おこづかい
11.3％ 38.9％ 30.2％ 9.9％ 7.2％ 21.6％ 7.0％ 5.5％

Ｌ 友だちが着ているのと同じような服 6.7％ 27.3％ 10.5％ 6.1％ 6.9％ 7.4％ 12.8％ 6.2％

Ｍ ２足以上のサイズのあった靴 4.9％ 33.3％ 9.8％ 3.2％ 4.4％ 13.9％ 9.1％ 3.6％

Ｎ 携帯電話、スマートフォン 28.3％ 41.2％ 26.8％ 27.1％ 5.2％ 10.3％ 8.6％ 4.3％

Ｏ 携帯音楽プレーヤーなど 57.8％ 78.6％ 53.6％ 56.7％ 28.3％ 50.0％ 41.7％ 27.5％
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（４）子どもの体験への支出 

全体で「ある」は、［Ｆ 遊園地やテーマパークに行く］が 75.7％で最も高く、次いで［Ｃ 山や川など

自然豊かな場所に行く］が 71.3％、［Ｂ 博物館・科学館・美術館などに行く］が 61.3％となっている。

一方、「金銭的な理由でない」は、［Ｆ 遊園地やテーマパークに行く］が 3.5％、［Ｄ キャンプやバーベ

キューに行く］が 2.8％、［Ｅ スポーツ観戦や劇場に行く］が 2.6％となっている。 

 

＜保護者全体＞子どもの体験への支出 

 

  

n = 7,775

Ａ 海水浴に行く

Ｂ 博物館・科学館・美術館

などに行く

Ｃ 山や川など自然

豊かな場所に行く

Ｄ キャンプやバーベキュー

に行く

Ｅ スポーツ観戦や

劇場に行く

Ｆ 遊園地やテーマパーク

に行く

41.7

61.3

71.3

40.0

48.8

75.7

1.9

1.3

1.7

2.8

2.6

3.5

12.5

8.0

7.0

11.7

7.5

4.8

42.2

27.7

18.6

43.9

39.5

14.7

1.6

1.6

1.4

1.6

1.5

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある 金銭的な理由でない 時間の制約でない その他の理由でない 無回答
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［山や川など自然豊かな場所に行く］について、〔子どもの年齢層〕ごとに、生活困難度別にみると、「金

銭的な理由でない」の割合はすべての年齢層で【困窮層】が【周辺層】に比べ、高くなっている。特に〔小

学生②〕の【困窮層】が 36.0％と、【周辺層】（10.0％）よりも 26.0ポイント高くなっている。 

 

＜保護者＞子どもの体験への支出［山や川など自然豊かな場所に行く］【生活困難度別】 

 

 

 

 

 

  

未就学児

困窮層

n = 94

周辺層

n = 235

一般層

n = 2,609

30.9

51.1

71.9

31.9

8.9

0.0

12.8

11.5

5.3

22.3

28.5

22.5

2.1

0.0

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある 金銭的な理由でない 時間の制約でない その他の理由でない 無回答
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69.2
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5.8

4.6

29.2

15.4

9.9

2.1

1.9

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生②

困窮層

n = 25

周辺層

n = 90

一般層

n = 893

28.0

53.3

79.8

36.0

10.0

0.0

16.0

13.3

6.8

20.0

23.3

13.1

0.0

0.0

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生

困窮層

n = 55

周辺層

n = 88

一般層

n = 855

32.7

44.3

67.6

36.4

13.6

0.0

12.7

14.8

12.0

14.5

27.3

20.0

3.6

0.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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［キャンプやバーベキューに行く］について、〔子どもの年齢層〕ごとに、生活困難度別にみると、「金

銭的な理由でない」の割合はすべての年齢層で【困窮層】が【周辺層】に比べ、高くなっている。特に〔中

学生〕の【困窮層】が 49.1％と、【周辺層】（15.9％）よりも 33.2ポイント高くなっている。 

 

＜保護者＞子どもの体験への支出［キャンプやバーベキューに行く］【生活困難度別】 

 

 

 

 

 

  

未就学児

困窮層

n = 94

周辺層

n = 235

一般層

n = 2,609

14.9

30.2

39.3

42.6

15.7

0.5

11.7

12.8

7.6

27.7

40.4

52.5

3.2

0.9

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある 金銭的な理由でない 時間の制約でない その他の理由でない 無回答

小学生①

困窮層

n = 48

周辺層

n = 104

一般層

n = 1,245

33.3

39.4

54.8

31.3

19.2

0.3

4.2

8.7

10.0

29.2

30.8

34.8

2.1

1.9

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生②

困窮層

n = 25

周辺層

n = 90

一般層

n = 893

20.0

27.8

46.7

48.0

20.0

0.6

8.0

15.6

14.7

20.0

36.7

38.0

4.0

0.0

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生

困窮層

n = 55

周辺層

n = 88

一般層

n = 855

9.1

13.6

30.1

49.1

15.9

0.2

23.6

21.6

21.1

14.5

48.9

48.0

3.6

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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［スポーツ観戦や劇場に行く］について、〔子どもの年齢層〕ごとに、生活困難度別にみると、「金銭的

な理由でない」の割合はすべての年齢層で【困窮層】が【周辺層】に比べ、高くなっている。特に〔未就

学児〕の【困窮層】が 47.9％と、【周辺層】（10.6％）よりも 37.3ポイント高くなっている。 

 

＜保護者＞子どもの体験への支出［スポーツ観戦や劇場に行く］【生活困難度別】 

 

 

 

 

 

 

  

未就学児

困窮層

n = 94

周辺層

n = 235

一般層

n = 2,609

7.4

30.6

40.6

47.9

10.6

0.2

12.8

10.6

5.6

30.9

47.2

53.5

1.1

0.9

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある 金銭的な理由でない 時間の制約でない その他の理由でない 無回答

小学生①

困窮層

n = 48

周辺層

n = 104

一般層

n = 1,245

37.5

34.6

65.1

29.2

21.2

0.2

6.3

9.6

6.1

22.9

33.7

28.4

4.2

1.0

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生②

困窮層

n = 25

周辺層

n = 90

一般層

n = 893

32.0

50.0

63.0

36.0

13.3

0.3

4.0

11.1

7.3

28.0

24.4

28.8

0.0

1.1

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生

困窮層

n = 55

周辺層

n = 88

一般層

n = 855

29.1

42.0

55.3

38.2

17.0

0.8

18.2

15.9

12.3

14.5

25.0

31.5

0.0

0.0

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（５）子どもへの支出 

全体で「している」は、［Ｅ お誕生日のお祝いをする］が 96.8％で最も高く、次いで［Ｇ クリスマス

のプレゼントや正月のお年玉をあげる］が 92.8％、［Ｈ 子どもの学校行事などへ親が参加する］が

92.7％となっている。一方、「経済的にできていない」は、［Ｆ １年に１回くらい家族旅行に行く］が

7.0％、［Ｄ 学習塾に通わせる（または家庭教師に来てもらう）］が 6.7％となっている。 

 

＜保護者全体＞子どもへの支出 

 

  

n = 7,775

Ａ 毎月お小遣いを渡す

Ｂ 毎年新しい洋服・

靴を買う

Ｃ 習い事（音楽、スポー

ツ、習字等）に通わせる

Ｄ 学習塾に通わせる（また

は家庭教師に来てもらう）

Ｅ お誕生日のお祝いをする

Ｆ １年に１回くらい

家族旅行に行く

Ｇ クリスマスのプレゼント

や正月のお年玉をあげる

Ｈ 子どもの学校行事などへ

親が参加する

している 家庭の方針でしていない 経済的にできていない 無回答

22.9

88.0

62.3

34.7

96.8

86.0

92.8

92.7

71.3

7.9

29.5

54.9

1.0 0.4

4.8

3.8 1.3

3.9 0.7

2.7

2.1

4.7

6.7

7.0

3.0

2.0

3.5

3.8

1.8

2.1

2.1

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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［習い事（音楽、スポーツ、習字等）に通わせる］について、〔子どもの年齢層〕ごとに、生活困難度別

にみると、「経済的にできていない」の割合はすべての年齢層で【困窮層】が【周辺層】に比べ、高くなっ

ている。特に〔未就学児〕の【困窮層】が 66.0％と、【周辺層】（35.7％）よりも 30.3 ポイント高くなって

いる。 

 

＜保護者＞子どもへの支出［習い事（音楽、スポーツ、習字等）に通わせる］【生活困難度別】 

 

 

 

 

 

  

未就学児

困窮層

n = 94

周辺層

n = 235

一般層

n = 2,609

22.3

34.5

47.1

10.6

28.9

50.8

66.0

35.7

1.6

1.1

0.9

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

している 家庭の方針でしていない 経済的にできていない 無回答

小学生①

困窮層

n = 48

周辺層

n = 104

一般層

n = 1,245

52.1

71.2

90.4

6.3

9.6

8.8

39.6

19.2

0.6

2.1

0.0

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生②

困窮層

n = 25

周辺層

n = 90

一般層

n = 893

60.0

75.6

88.4

4.0

13.3

10.2

36.0

11.1

1.0

0.0

0.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生

困窮層

n = 55

周辺層

n = 88

一般層

n = 855

47.3

46.6

63.0

7.3

26.1

33.7

41.8

25.0

2.6

3.6

2.3

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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［学習塾に通わせる（または家庭教師に来てもらう）］について、〔子どもの年齢層〕ごとに、生活困難

度別にみると、「経済的にできていない」の割合はすべての年齢層で【困窮層】が【周辺層】に比べ、高く

なっている。特に〔小学生②〕の【困窮層】が 72.0％と、【周辺層】（23.3％）よりも 48.7ポイント高くな

っている。 

 

＜保護者＞子どもへの支出［学習塾に通わせる（または家庭教師に来てもらう）］【生活困難度別】 

 

 

 

 

 

  

未就学児

困窮層

n = 94

周辺層

n = 235

一般層

n = 2,609

9.6

8.9

13.5

11.7

51.5

83.9

73.4

38.7

2.0

5.3

0.9

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

している 家庭の方針でしていない 経済的にできていない 無回答

小学生①

困窮層

n = 48

周辺層

n = 104

一般層

n = 1,245

25.0

29.8

43.6

8.3

35.6

52.6

66.7

34.6

3.5

0.0

0.0

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生②

困窮層

n = 25

周辺層

n = 90

一般層

n = 893

20.0

47.8

64.3

8.0

28.9

32.1

72.0

23.3

3.1

0.0

0.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生

困窮層

n = 55

周辺層

n = 88

一般層

n = 855

38.2

61.4

62.8

9.1

13.6

33.7

52.7

23.9

2.7

0.0

1.1

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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［１年に１回くらい家族旅行に行く］について、〔子どもの年齢層〕ごとに、生活困難度別にみると、「経

済的にできていない」の割合はすべての年齢層で【困窮層】が【周辺層】に比べ、高くなっている。特に

〔未就学児〕の【困窮層】が 69.1％と、【周辺層】（28.5％）よりも 40.6ポイント高くなっている。 

 

＜保護者＞子どもへの支出［１年に１回くらい家族旅行に行く］【生活困難度別】 

 

 

 

 

 

  

未就学児

困窮層

n = 94

周辺層

n = 235

一般層

n = 2,609

28.7

66.0

91.9

1.1

5.1

5.9

69.1

28.5

2.0

1.1

0.4

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

している 家庭の方針でしていない 経済的にできていない 無回答

小学生①

困窮層

n = 48

周辺層

n = 104

一般層

n = 1,245

29.2

52.9

96.1

2.1

5.8

68.8

41.3

2.5 1.4

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生②

困窮層

n = 25

周辺層

n = 90

一般層

n = 893

36.0

57.8

91.7

0.0

5.6

4.7

64.0

36.7

3.2

0.0

0.0

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生

困窮層

n = 55

周辺層

n = 88

一般層

n = 855

25.5

52.3

87.3

5.5

2.3

7.4

69.1

45.5

5.1

0.0

0.0

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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２．児童・生徒の回答からみた子どもの状況について 

（１）平日の放課後・休日の午後に過ごす人 

子ども全体では「家族」が 40.8％で最も高く、次いで「学校の友だち」が 32.1％となっている。 

小学生、中学生別にみると、「学校の友だち」は【中学生】が 39.1％と、【小学生】（25.2％）に比べ、

13.9 ポイント高くなっている。 

 

＜子ども＞平日の放課後に過ごす人 

 

 

 

子ども全体では「家族」が 72.2％で最も高くなっている。 

小学生、中学生別にみると、「家族」は【小学生】が 76.8％と、【中学生】（67.5％）に比べ、9.3ポイン

ト高くなっている。 

 

＜子ども＞休日の午後に過ごす人 

 

 

 

子ども全体

n = 1,821

小学生

n = 910

中学生

n = 911

一人でいる

40.8

43.7

37.9

1.4

2.2

0.5 2.3

5.5

8.7

32.1

25.2

39.1

3.7

5.2

2.3

12.9

11.8

14.1

3.6

3.3

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族 学校の友だち

無回答

施設の先生

学校以外の友だち

その他の大人

子ども全体

n = 1,821

小学生

n = 910

中学生

n = 911

一人でいる

72.2

76.8

67.5

0.1 2.7

0.0 3.8

0.2 1.6

11.6

7.4

15.8

6.4

7.7

5.2

5.3

2.9

7.7

1.7

1.4

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族 学校の友だち

無回答

施設の先生

学校以外の友だち

その他の大人
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（２）平日の放課後に過ごす場所 

子ども全体で「毎日」は［Ａ 自分の家］が 46.3％で最も高くなっている。「週に３～４日」は［Ｃ 塾

や習い事］が 22.1％で最も高く、次いで［Ａ 自分の家］が 21.9％、［Ｅ 学校（クラブ活動・部活動な

ど）］が 18.8％となっている。一方、「過ごさない」は［Ｊ ゲームセンター］が 79.8％、［Ｈ 図書館］が

75.2％、［Ｄ 児童館等］が 74.0％、［Ｉ 商店街やショッピングモール］が 71.6％となっている。 

 

＜子ども全体＞平日の放課後に過ごす場所 

 

 

 

 

n = 1,821

Ａ 自分の家

Ｂ 友だちの家

Ｃ 塾や習い事

Ｄ 児童館、

学童クラブ（学校外）

Ｅ 学校（クラブ活動、部活動、

キッズ・プラザ、

学童クラブ（学校内）など）

Ｆ スポーツクラブの活動の場

Ｇ 公園

Ｈ 図書館

Ｉ 商店街やショッピングモール

Ｊ ゲームセンター

毎日 週に３～４日 週に１～２日

46.3

3.4

10.0

2.0

1.6

21.9

0.3 2.4

22.1

0.8 2.5

18.8

5.3

5.7

0.3 1.0

0.4 1.3

0.2 0.3 4.7

21.7

15.5

33.1

6.9

16.1

11.9

17.9

8.0

11.4

3.5

66.2

28.6

74.0

43.8

66.1

60.7

75.2

71.6

79.8

6.5

15.6

12.8

15.8

11.2

14.7

14.2

15.4

15.3

15.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

過ごさない 無回答
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（３）一番ほっとできる居場所 

子ども全体では「自分の家」が 76.1％となっている。 

小学生、中学生別にみると、「学校（クラブ活動、部活動、キッズ・プラザ、学童クラブ（学校内）など）」

は【中学生】が 8.1％と、【小学生】（1.4％）に比べ、6.7ポイント高くなっている。 

 

＜子ども＞一番ほっとできる居場所 

 

 

＜子ども＞一番ほっとできる居場所（「自分の家」を除く） 

 

 

 

 

 

子ども全体

n = 1,821

小学生

n = 910

中学生

n = 911

76.1

73.3

78.9

1.9

2.7

1.1

1.6

2.5

0.7

1.0

1.9

0.2

4.8

2.1 1.8 0.2 0.0

8.1

1.1 1.3 1.4 0.5 0.2

1.4 1.3

0.9 0.5 1.1 0.8 0.3 1.6

1.4

1.2

3.0

3.1

3.0

5.6

8.5

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分の家

公園

友だちの家

学校（クラブ活動、部活動、キッズ・プラザ、学童クラブ（学校内）など）

無回答

塾や習い事

スポーツクラブの活動の場

ゲームセンター

図書館

その他 ほっとできる居場所はない

児童館、学童クラブ（学校内）

商店街やショッピングモール

子ども全体

n = 1,821

小学生

n = 910

中学生

n = 911

友だちの家 塾や習い事 児童館、学童クラブ（学校内）

1.9

2.7

1.1

1.6

2.5

1.0

1.9

0.7 0.2

4.8

1.4

8.1

1.1

1.3

1.3

2.1

0.9 0.5

1.4

1.8

1.1

0.2 0.0

0.5 0.2

0.8 0.3

1.4

1.2

1.6

3.0

3.1

3.0

0% 5% 10% 15%

公園

学校（クラブ活動、部活動、キッズ・プラザ、学童クラブ（学校内）など）

スポーツクラブの活動の場

ゲームセンター

図書館

その他 ほっとできる居場所はない

商店街やショッピングモール
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（４）授業の理解度 

※「いつもわかる」と「だいたいわかる」を合わせた値を『わかる』、「ほとんどわからない」と「わからないことが多

い」と「あまりわからない」を合わせた値を『わからない』と表記する。 

 

生活困難度別にみると、『わからない』の割合は小学生・中学生ともに【困窮層】が【周辺層】に

比べ、高くなっている。特に〔中学生〕の【困窮層】が 25.0％と、【周辺層】（10.2％）よりも 14.8

ポイント高くなっている。 

 

＜子ども＞授業の理解度【生活困難度別】 

 

 

  

小学生

困窮層

n = 19

周辺層

n = 58

一般層

n = 610

わからないことが多い

いつもわかる だいたいわかる あまりわからない

ほとんどわからない

15.8

15.5

36.7

57.9

60.3

54.8

10.5

12.1

0.0

3.4

4.1 2.6 0.7

15.8

5.2

0.0

3.4

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答

中学生

困窮層

n = 40

周辺層

n = 59

一般層

n = 587

2.5

22.0

18.1

50.0

47.5

62.5

20.0

20.3

10.4

25.0

5.1

6.0

0.0

5.1

1.5

2.5

0.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（５）学習環境の欠如の状況 

［自宅で宿題をすることができる場所］と［自分専用の勉強机］について、生活困難度別にみると、

「ない（ほしい）」の割合は小学生・中学生ともに【困窮層】が【周辺層】に比べ、高くなってい

る。特に〔小学生〕の【困窮層】は［自宅で宿題をすることができる場所］が 26.3％と、【周辺層】

（15.5％）よりも 10.8 ポイント、〔小学生〕の【困窮層】は［自分専用の勉強机］が 42.1％と、【周

辺層】（31.0％）よりも 11.1 ポイント高くなっている。 

 

＜子ども＞学習環境の欠如［自宅で宿題をすることができる場所］【生活困難度別】 

 

 

 

＜子ども＞学習環境の欠如［自分専用の勉強机］【生活困難度別】 

 

  

小学生

困窮層

n = 19

周辺層

n = 58

一般層

n = 610

73.7

77.6

94.8

26.3

15.5

0.0

3.4

2.1 1.8

0.0

3.4

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無回答

中学生

困窮層

n = 40

周辺層

n = 59

一般層

n = 587

85.0

91.5

95.4

10.0

5.1

2.5

1.7

3.6 0.2

2.5

1.7

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生

困窮層

n = 19

周辺層

n = 58

一般層

n = 610

47.4

41.4

66.2

42.1

31.0

19.5

10.5

25.9

13.3

0.0

1.7

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無回答

中学生

困窮層

n = 40

周辺層

n = 59

一般層

n = 587

70.0

78.0

83.0

22.5

16.9

10.6

5.0

5.1

5.8

2.5

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（６）使ってみたい場所 

子ども全体で「使ってみたい」は［Ｄ 家で勉強できない時、静かに勉強ができる場所］が 28.2％、

［Ｂ （家以外で）休日にいることができる場所］が 22.5％となっている。また、いずれの項目も「興味

がある」が 22～28％となっている。 

 

＜子ども全体＞使ってみたい場所 

 

 

 

 

n = 1,821

Ａ （家以外で）平日の

放課後に夜までいる

ことができる場所

Ｂ （家以外で）休日にいる

ことができる場所

Ｃ 家の人がいない時、

夕ごはんをみんなで食べる

ことができる場所

Ｄ 家で勉強できない時、

静かに勉強ができる場所

Ｅ 大学生のボランティア

が、勉強を無料で

みてくれる場所

Ｆ （学校以外で）勉強、

進学、家族のことなど、

なんでも相談できる場所

19.8

22.5

17.5

28.2

16.9

16.3

26.2

27.8

22.6

25.9

25.6

25.9

11.0

9.7

11.3

8.0

14.9

10.8

41.1

37.9

46.0

35.6

40.4

44.7

1.9

2.2

2.6

2.3

2.2

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

使ってみたい 使う必要はない興味がある 無回答使いたくない
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３．中野区の環境について 

※「非常に（とても）満足」と「満足」と「やや満足」を合わせた値を『満足層』、 

 「非常に（とても）不満」と「不満」と「やや不満」を合わせた値を『不満層』と表記する。 

 

（１）保護者から見た中野区の環境について 

保護者から見た中野区の環境（９テーマ、57 項目）について、≪総合的な満足度≫のみを比べると、

全体で『満足層』は、［健康や医療環境について］が 61.6％で最も高く、次いで［住宅環境について］が

50.4％、［地域環境（コミュニティ）について］が 45.0％、［移動や交通環境について］が 44.4％となっ

ている。一方、『不満層』は、［遊び・憩いの環境について］が 49.3％で最も高く、次いで［商業環境に

ついて］が 41.2％となっている。 

 

＜保護者全体＞保護者から見た中野区の環境 ≪総合的な満足度≫のみ 

 

 

 

n = 7,775

移動や交通環境

住宅環境

健康や医療環境

商業環境

安全や安心

保育や子育てサービス環境

教育・学習環境

遊び・憩いの環境

地域環境（コミュニティ）

4.2

5.0

5.3

1.6

2.0

1.9

2.5

1.7

3.0

15.0

19.1

24.5

7.8

10.9

9.2

13.8

6.7

13.9

25.2

26.3

31.8

17.0

23.6

18.4

24.5

17.1

28.1

22.5

22.5

26.4

29.9

34.4

44.8

43.4

22.6

42.8

18.0

14.3

7.0

22.0

16.3

13.0

8.1

24.2

6.1

8.7

7.0

12.4

7.3

6.5

15.4

3.7

2.9

1.9 0.9

6.8

3.2

3.5

2.9 1.5

9.7

2.3 1.5

2.6

3.0

2.2

2.4

2.3

2.5

3.3

2.4

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に満足 どちらともいえない

非常に不満

満足

やや不満 無回答

やや満足

不満
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（２）子どもから見た中野区の環境について 

子どもから見た中野区の環境（６テーマ、23 項目）について、子ども全体で『満足層』は、［一番近い

駅までの距離］が 79.9％で最も高く、次いで［ジュースやお菓子を買える店の数］が 77.1％、［一番近い

駅の駅舎（建物）の利用しやすさ］が 74.7％、［中野区の公立学校の学校給食］が 72.3％、［図書館など

本に親しめる場所］が 70.9％となっている。一方、『不満層』は、［利用しやすい公園の設備（トイレな

ど）］が 41.0％で最も高く、次いで［屋内で遊べる施設］が 33.1％となっている。 

 

＜子ども全体＞子どもから見た中野区の環境 

 

 

 

教育・学習

図書館など本に

親しめる場所

中野区の公立学校の施設(校

舎・体育館・プールなど)

中野区の公立学校の授業

中野区の公立学校の

学校給食

27.3

26.9

23.4

36.8

25.5

23.9

24.4

22.5

18.1

16.3

16.7

13.0

20.6

19.0

23.0

18.0

5.4

3.1 1.3 1.9

3.2 3.0

4.4 2.5 3.0

3.1 1.5 2.9

2.1

2.3

2.6

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n = 1,821

移動や交通

一番近い駅までの距離

一番近い駅の駅舎（建物）

の利用しやすさ

バスの利用しやすさ

自転車の駐輪場の数

いつも使っている

道路の道幅

いつも使っている

道路の舗装・段差

33.9

28.0

26.5

17.1

19.4

19.9

27.9

28.2

25.4

19.4

24.1

25.6

18.1

18.5

16.1

15.3

17.7

18.3

9.0

14.5

20.6

26.2

17.0

19.2

5.2

10.2

11.1

8.5

2.1 1.8

4.8 1.9 1.7

4.2 1.9 2.5

4.3 4.8

4.7 3.9

3.2 3.2

1.9

2.4

2.8

2.7

2.1

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に満足 どちらともいえない

非常に不満

満足

やや不満 無回答

やや満足

不満

買い物をする場所

洋服やくつを買える店の数

おもちゃやゲームを

買える店の数

本やマンガを買える店の数

ジュースやお菓子を

買える店の数

15.7

15.4

21.7

35.1

16.5

14.6

20.2

27.0

14.3

13.6

15.8

15.0

23.7

27.2

19.3

13.7

13.0

13.8

10.0

7.9

6.5

5.2

3.3 2.0 1.8

7.0

6.8

5.5

2.0

2.1

2.2

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安全や安心

通学路の安全さ（自動車の

量や道路の見通しなど）

犯罪や危険の数

23.6

20.8

25.6

30.0

16.6

13.1

14.9

17.9

9.3

8.1 4.9

2.9 2.5

2.9

4.6

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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まちの人達とのつながり

ご近所との交流

(顔の見えるつながり)

近所のお祭りや商店街の

イベント

16.5

26.2

19.9

23.9

17.2

18.7

36.2

23.1

3.4 1.0 2.1

3.2 1.1 2.0

3.7

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n = 1,821

遊ぶ場所

のびのびと過ごせる自然

遊べる公園の数

遊べる公園の遊具

利用しやすい公園の設備

(トイレなど)

屋内で遊べる施設

20.9

23.3

16.9

10.7

15.4

17.8

19.5

16.3

13.0

13.6

18.2

17.9

17.7

12.9

12.4

19.2

17.8

20.8

20.3

23.4

9.9

9.8

12.4

17.2

13.0

5.4

4.2

6.2

11.8

8.7

6.9

5.3

7.4

12.0

11.4

1.7

2.1

2.5

2.1

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に満足 どちらともいえない

非常に不満

満足

やや不満 無回答

やや満足

不満
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（３）中野区への定住意向 

※「ぜひ住み続けたい」と「できるなら住み続けたい」を合わせた値を『住み続けたい』、同様に、 

「ずっと住み続けたい」と「できるなら住み続けたい」を合わせた値を『住み続けたい』と表記する。 

 

保護者全体では『住み続けたい』が 69.0％となっている。 

子どもの年齢層による大きな差はみられない。 
 

子ども全体では『住み続けたい』が 62.1％となっている。 

小学生、中学生別にみると、『住み続けたい』は【小学生】が 67.1％と、【中学生】（57.3％）に比べ、9.8

ポイント高くなっている。 

 
＜保護者＞中野区への定住意向【子どもの年齢層別】 

 
＜子ども＞中野区への定住意向 

 

 

保護者全体

n = 7,775

未就学児

n = 3,615

小学生①

n = 1,661

小学生②

n = 1,249

中学生

n = 1,250

23.7

22.4

24.5

25.0

25.0

45.3

45.1

45.6

44.8

45.8

24.1

24.6

23.4

25.0

22.8

5.5

6.2

5.2

4.0

5.4

0.7

0.9

0.5

0.4

0.4

0.7

0.7

0.7

0.9

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ぜひ住み続けたい

できれば転出したい

できるなら住み続けたい

すぐにでも転出したい

どちらともいえない・わからない

無回答

子ども全体

n = 1,821

小学生

n = 910

中学生

n = 911

25.4

32.9

18.0

36.7

34.2

39.3

30.2

25.9

34.5

5.3

5.1

5.6

1.1

0.7

1.5

1.2

1.3

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ずっと住み続けたい

できれば引っ越したい

できるなら住み続けたい

すぐにでも引っ越したい

どちらともいえない・わからない

無回答


